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作

牛
す
べ
て
死
な
せ
し
村
の
牛
蛙

家
系
図
の
は
じ
め
は
青
き
杉
な
り
き

命
み
な
濡
れ
て
生
ま
れ
る
天
の
川

水
底
に
水
は
眠
り
て
合
歓
の
花

引
出
し
に
寒
さ
こ
ら
え
て
い
る
国
旗

戦
お
わ
る
戦
お
わ
る
と
死
に
ゆ
け
り
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第 47回現代俳句全国大会懇親会にて

左より 寺井実行委員長、中村哲先生、宇多喜代子会長、

山崎聰副会長、宮坂静生副会長
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第

47
回
現
代
俳
句
全
国
大
会
の
応
募
総

数
は

1
3
3
2
3
句
、
予
選
通
過
作
品
は

4
4
7
5
句
。
こ
の
中
か
ら
、
大
会
賞

2
句、

毎
日
新
聞
社
賞

l
句
、
秀
逸
賞
13
句
、
佳
作
賞

44
旬
を
表
彰
し
た
。

第

47
回

現
代
俳
旬
全
国
大
会
の
記

毎日新聞田中青史
西部本社代表

北橋健治北九州市長

「
俳
句
都
市
・
北
九
州
」
磯
崎
新
設
計
の
大

き
な
ホ
ー
ル
に
は
、
受
付
、
来
賓
接
待
、
書
籍

販
売
等
、
前
日
の
準
備
に
重
ね
、
当
日
も
朝
早

宇多会長

豊
田
都
峰
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
、
宇
多

喜
代
子
会
長
の
挨
拶
、
寺
井
谷
子
大
会
実
行

委
員
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
北
橋
健
治

北
九
州
市
長
、
後
援
の
毎
日
新
聞
田
中
青
史

西
部
本
社
代
表
の
ご
挨
拶
を
賜
っ
た
。
壇
上

の
三
面
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
、
晴
れ
や
か
な
笑

顔
が
次
々
に
映
る
。

先
ず
協
会
三
賞
の
授
賞
式
。
第

28
回
現
代

俳
句
新
人
賞
、
第
30
回
現
代
俳
句
評
論
賞
、
第

疇
・

● 
箪

特別選者の方々

く
か
ら
、
多
く
の
実
行
委
員
会
の
方
々
が
ス

タ
ン
バ
イ
。
九
州
各
地
、
関
東
、
関
西
、
東
北
か

ら
の
参
加
者
を
笑
顔
で
迎
え
る
。

司
会
団
は
福
本
弘
明
、
中
川
紀
城
子
、
中
島

登
美
子
、
上
村
と
き
や
す
の
四
氏
。

＼
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大会三賞受賞者 協会三賞受賞者

11
回
現
代
俳
句
協
会
年
度
賞
の
選
考
過
程
を

鳴
戸
奈
菜
顕
彰
部
長
が
報
告
。
宇
多
会
長
よ

り
賞
を
授
与
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
り
帰
国
参

会
の
新
人
賞

・
月
野
ぽ
ぽ
な
氏
は
涙
と
共
に

「
海
外
に
居
て
、
俳
句
に
救
わ
れ
た
」
と
、
俳
人
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協
会
所
属
の
評
論
賞
・
近
藤
栄
治
氏
は
「
現

代
俳
旬
協
会
の
度
量
の
大
き
さ
に
感
謝
」
と

授
賞
の
喜
び
を
述
べ
た
。
年
度
賞
の
小
豆
澤

氏
は
到
着
時
間
の
都
合
で
講
演
前
に
授
与
式

を
行
っ
た
。

次
い
で
、
大
会
三
賞
の
表
彰
。
披
講
者
は
影

浦
よ
う
じ
、
長
尾
キ
ヌ
エ
、
芦
刈
靖
子
、
古
野

洋
子
。
森
下
草
城
子
、
山
崎
聰
、
宮
坂
静
生
副

会
長
、
宇
多
会
長
よ
り
講
評
が
行
わ
れ
た
。
大

会
賞
の
大
村
玉
兎
氏
は
戦
後
の
青
春
期
よ
り

俳
旬
を
始
め
て

60
有
余
年
と
い
う
協
会
員
、

他
の
お
二
人
は
非
協
会
員
と
い
う
受
賞
結
果

も
、
現
代
俳
句
全
国
大
会
の
拡
が
り
を
実
感

さ
せ
た
。
特
別
選
者
特
選
賞
、
秀
逸
賞
、
佳
作

賞
は
、
壇
上
に
て
寺
井
実
行
委
員
長
よ
り
ク

リ
ス
タ
ル
楯
が
授
与
さ
れ
た
。

賞
、
花
束
等
の
顕
彰
次
第
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
の
は
、
川
崎
美
知
子
、
中
村
美
津
江
、
光
石

麻
希
子
、
黒
川
智
子
、
川
原
昌
子
、
川
辺
や
よ

い
の
女
性
陣
。

記
念
講
演
は
、
医
師
・
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

現
地
代
表
で
あ
る
中
村
哲
氏
の
「
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
命
の
水
を
」
。
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
さ
れ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
姿
。
荒
涼

た
る
大
地
が
、
「
水
」
の
力
に
よ
っ
て
変
化
し

て
い
く
。
皆
、
息
を
呑
み
つ
つ
見
つ
め
る
。
長

年
に
亘
る
氏
の
医
療
、
灌
漑
で
の
活
動
を
、
参

加
者
全
員
が
深
い
感
銘
を
も

っ
て
受
け
止
め

こ
。

t
 中

村
先
生
の
ご
希
望
で
、
会
場
か
ら
の
質

次
期
開
催
地
は
東
京
。
安
西
篤
実
行
委
員

長
よ
り
の
呼
び
掛
け
に
続
き
、
和
田
悟
朗
顧

問
の
閉
会
の
言
葉
で
大
会
を
閉
じ
た
。

懇
親
会
は
会
場
前
の
ホ
ー
ル
で
。
司
会
は

松
岡
耕
作
、
広
瀬
邦
弘
。
池
田
守

一
氏
の
開
会

の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
安
西
篤
幹
事
長
の
乾
杯

の
音
頭
、
重
ね
て
寺
井
実
行
委
員
長
の
音
頭

で
、
中
村
哲
先
生
の
ご
健
勝
を
願
っ
て
乾
杯
゜

ご講演の中村哲先生

疑
を
受
け
ら
れ
た
。
殊
に
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
貧
富
の
差
」
「
緑
が
戻
っ
た
土
地
の
分

配
」
等
に
対
す
る
具
体
的
答
や
、
「
麦
で
は
な

く
て
、
何
故
米
（
水
稲
）
か
」
と
い
う
宇
多
会

長
と
の
質
疑
応
答
、
殊
に
「
何
故
、
先
生
は
こ

の
活
動
を
続
け
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
問
に
、

「
何
故
で
し
ょ
う
ね
」
と
答
え
つ
つ
見
せ
ら
れ

た
中
村
先
生
の
笑
顔
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
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懇親会風景

宴
た
け
な
わ
更
に
小
倉
祇
園
太
鼓
の
勇
壮

な
音
が
盛
り
上
げ
る
中
、
北
橋
北
九
州
市
長

様
が
、
再
度
出
席
下
さ
っ
て
、
ご
挨
拶
を
戴
い

こ
。

t
 東

京
か
ら
参
加
の
本
部
部
長
を
紹
介
。
寺

井
実
行
委
員
長
、
石
井
直
子
事
務
局
長
に
感

謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
拍
手
を
贈
り
、
宮
崎
の
福

富
健
男
氏
の
閉
会
の
挨
拶
で
、
充
実
の
大
会

を
閉
じ
た
。
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